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 展覧会のご案内 ／ 滞在制作・搬入設営 のご案内 
 
 

2017年4月、初開催となる清流の国ぎふ芸術祭Art Award IN THE CUBE 2017が開幕します。

AAIC は、新たな才能の発掘と人材育成、アートに関わる環境の醸成とネットワークづくりなどを

目的に創始されました。このたび、国内外７９０件の応募から、各界を代表する審査員７名に選

ばれた１５組が、岐阜県美術館に特設された大型キューブで作品を発表します。 

開幕直前には、滞在制作（3 月 6 日～多治見市）、岐阜県美術館における展示制作(3 月中旬)を

実施します。作家に直接話が聞けるこの機会に、ぜひご取材いただけますようご案内いたします。 

 

１． 展覧会の基本情報 

名 称 清流の国ぎふ芸術祭 Art Award IN THE CUBE 2017 

会期・時間 
４月１５日（土）－６月１１日（日）(58 日間) 月曜休館 

10:00～18:00（第３金曜日は～20:00，入館は閉館 30 分前まで） 

会 場 岐阜県美術館（岐阜市宇佐４－１－２２） 

入場料 無料 

主 催 岐阜県、清流の国ぎふ芸術祭 Art Award IN THE CUBE 実行委員会 

内 容 

国内外から寄せられた 790 点から、７名の審査員によって 15 点の企画を選出。

テーマ「身体のゆくえ」を、選ばれたアーティストはどう読み直したのか。無

限の小宇宙に見立てた幅 4.8m×奥行 4.8m×高さ 3.6m のキューブに、手法・素

材・技法もさまざまな作品が展示されます。 

小さな一滴がやがて大河となって海へ注ぐように、あらたな芸術の源流となる

ことを目指すアートアウォードの幕開けとなる第 1 回にご注目ください。 

作 家 

佐藤雅晴、柴山豊尚、谷本真理、中村潤、平野真美、堀川すなお、松本和子、

三枝愛、三木陽子、水無瀬翔、耳のないマウス、宮原嵩広、ミルク倉庫＋ココ

ナッツ、森貞人、安野太郎 

審査員 

Ｏ ＪＵＮ 〔画家／東京藝術大学教授〕 

十一代 大樋長左衛門（年雄）〔美術家、陶芸家〕 

高橋 源一郎〔小説家／明治学院大学教授〕 

田中 泯  〔ダンサー〕 

中原 浩大 〔彫刻家／京都市立芸術大学教授〕 

三輪 眞弘 〔作曲家／情報科学芸術大学院大学[IAMAS]教授〕 

鷲田 清一 〔哲学者／京都市立芸術大学学長〕 
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２． 入選作家 谷本真理が岐阜県立多治見工業高校で滞在制作！ 

作家名 ：谷本真理（1986 年兵庫県生まれ。東京都拠点） 

滞在場所：岐阜県立多治見工業高校（多治見市） 

滞在期間：3 月 6 日（月）～（10 日間程度を予定） 

出展作品：〈この部屋とダンス〉 

 粘土で形を作り、柔らかいうちに壁や床、彫刻や絵がある空間に向かって投げつけ

る。粘土は潰れて元の形が分からなくなり、キューブは粘土が貼り付いたり壊れた

りする予感に迫られる。 

 

滞在制作では、有機的で素朴な形の壺などを制作する。 

滞在制作に先立ち、2016 年 11 月には美濃粘土の生産

会社を訪れ、12 月には岐阜県立現代陶芸美術館でワー

クショップを行った。滞在制作では、ワークショップ

で子どもたちが使用した粘土を使ったり、美濃粘土を

数種類混ぜて使うなど、新たな取組みも行い、焼き上

がった時の反応の違いも楽しんで作品に取り入れて

いく予定。 

いわゆる陶芸作品では失敗とみなすヒビやゆがみな

ども、変形や造形として受けいれ、偶然性や身体性を

表現手法としていく谷本の感性に、美濃焼関係者も

「新たな表現の刺激が陶芸の明日に繋がる」と期待を

寄せている。 

 

※詳しくは、公式サイトの記事でレポートしています。 

※ご希望に応じて取材を承りますので、お気軽にご相談

ください。 

 

３． 作品搬入期間のご取材について 

作品搬入期間は 3 月 10 日から 23 日までです。ご希望に応じて、取材を承りますので、お気軽

にご相談ください。 

※3 月 15 日以降、ご希望に応じて取材を承りますので、お気軽にご相談ください。 

 

４． Art Award IN THE CUBE の特徴 

① 作家活動を支援する制作資金としての賞金の授与 

昨年８月の一次審査で入賞した 15 組には、制作費として事前に５０万円の賞金が支給されま

した。３月下旬の２次審査において決定される大賞・審査員賞には、大賞５００万円、審査

員賞１００万円が授与されます。 

② アートに関わる環境の醸成とネットワークづくり 

2016 年 11月/美濃陶芸用粘土の下見 

2016 年 12 月/現代陶芸美術館で 

ワークショップ 
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テクニカルアドバイザーやファクトリーチームによる制作支援、受賞作家によるプレワーク

ショップ、滞在制作、会期中のパフォーマンスなど、様々な支援やプログラムが展開されて

います。 

③ スケジュール（今後は３年に１回開催） 

 

 

５． 提供可能画像 

A: 

 

 

 

B： 

 

 

C: 

 

 

 

 

D: 

 

 

E: 作品画像×１５（公式サイトに掲載の作品画像は全てご提供できます） 

問い合わせ・取材申込み 

岐阜県文化振興課文化企画係 

Art Award IN THE CUBE 実行委員会事務局（小島・森田・鳥羽） 

直通 058-272-8378 

F A X 058-278-3529 

office@art-award-gifu.jp 


